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本町を拠点として、ドローン操縦の研修㊤
や、女性を対象としたＩＣＴ機器測量研修㊦
などが行われています。

スリーアイバード社で取り扱っている、
GPS機能を使い、自動操縦で農薬等を
散布できるドローン

授与式に出席した、（左から）日本建設機械施工協会東北支部（JCMA）の鈴木委員長、
株式会社スリーアイバード講師の石井さん、小林県建設部長、赤羽国土交通大臣、渡邉
町長、県建設業協会の荒川専務理事、JCMAの小薬顧問
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授
与
式
が
行

わ
れ
、
本
町
を
主
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し
て
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Ｃ
Ｔ
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研
修
等
に
取
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む
、
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Ｃ
Ｔ
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介
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大
賞
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
全
面
的
な
活
用

等
の
施
策
を
建
設
現
場
に
導
入
し
、

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
全
体
の
生
産
性

向
上
を
図
り
、
魅
力
あ
る
建
設
現
場

を
目
指
す
取
り
組
み
を
推
進
し
よ
う

と
、
国
土
交
通
省
が
平
成
29
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
表
彰
を
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け
た
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Ｃ
Ｔ
東
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推
進
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議
会
は
、
一
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社
団
法
人
秋

田
県
建
設
業
協
会
、
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日
本
建
設
機
械
施
工
協
会
東
北
支
部

（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
）、
株
式
会
社
ス
リ
ー
ア

イ
バ
ー
ド
、
県
、
本
町
で
構
成
す
る

産
官
連
携
組
織
で
、
建
設
分
野
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
技
術
者
な
ど
の
育

成
を
行
い
、
建
設
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
、

生
産
性
の
向
上
と
担
い
手
の
確
保
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
30

年
５
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

以
来
、本
町
を
主
な
拠
点
と
し
て
、
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Ｃ
Ｔ
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修
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
恋
地
ス
キ
ー
場
で
は
、
ド
ロ
ー

ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
等
を
利
用
し

た
道
路
工
事
の
測
量
と
施
工
、
３
次

元
デ
ー
タ
を
用
い
た
検
査
実
習
が
、

町
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、座
学
や
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
た
設
計・

解
析
実
習
が
中
心
に
行
わ
れ
、
研
修

を
通
じ
、
全
国
か
ら
多
く
の
受
講
者

が
本
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
限
定
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
総
合

研
修
、
学
生
向
け
研
修
や
子
ど
も
・

保
護
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
通
じ
た
建

設
産
業
の
女
性
活
躍
推
進
や
魅
力
発

信
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

五
城
目
を

全
国
一
の
研
修
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点
へ
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Ｃ
Ｔ
東
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会
の
事
務

局
は
、
平
成
28
年
か
ら
町
地
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活
性

化
支
援
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ン
タ
ー
へ
入
居
し
て
い
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株
式
会
社
ス
リ
ー
ア
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バ
ー
ド
が
務

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
の
実
施
主
体
と
し

て
、
ド
ロ
ー
ン
研
修
な
ど
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

ス
リ
ー
ア
イ
バ
ー
ド
社
で
は
、
今

後
も
各
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
研
修

内
容
の
充
実
を
図
り
、
五
城
目
を
全

国
一
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
拠
点
と
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農

薬
等
の
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
や
林
業
の

生
育
管
理
用
計
測
ド
ロ
ー
ン
の
普
及

に
も
努
め
、
建
設
業
の
み
な
ら
ず
、

農
林
業
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
、
作
業
効
率
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

昨年12月に、町役場で第１回策定審議会を実施

【基本的方向】
新たな仕事の創出、事業者に対する多面的な支援、起業
者に対する継続した支援などを行い、雇用創出や起業者
の増加を目指す。
【具体的な事業】
◉ものづくり支援事業　◉事業所改修等支援事業
◉新規雇用企業等支援事業（農林業関係）　◉雇用定着企
業等支援事業　◉ふるさと納税推進事業　◉ドチャベン
活動支援事業　◉地域づくり人材等支援事業

【基本的方向】
男女の出会いから結婚・出産・子育てまで切れ目のない
支援を行うほか、各々の子育てステージにおける不安の
解消や経済的負担の軽減を図り、出生数の増加を目指
す。
【具体的な事業】
◉福祉医療助成制度拡充事業　◉保育料助成制度拡充事
業　◉結婚・子育て支援パッケージ事業　◉グローバル
人材育成事業　

【基本的方向】
首都圏等に居住しながらも、町の活性化施策に興味をも
つ「関係人口」との交流を図るほか、教育留学による短
期移住の機会を創出するなど、移住者の増加を目指す。
【具体的な事業】
◉関係人口創出事業　◉教育留学推進事業　◉空き家情
報発信事業　◉移住・定住促進イベント事業　◉姉妹都
市交流事業　◉移住支援金給付事業

【基本的方向】
集落機能を維持させるため、複数の集落を単位として地
域全体の将来をデザインする「コミュニティ生活圏」の
形成を推進するとともに、地域づくりを行う人材の育成
を目指す。
【具体的な事業】
◉コミュニティビジネス支援事業　◉コミュニティ生活
圏形成事業　◉地域公共交通維持発展事業　◉コミュニ
ティ・スクール推進事業　

基本目標①　しごとづくり

基本目標③　少子化対策

基本目標②　移住・定住対策

基本目標④　地域づくり

　町では、人口減少を克服し雇用の創出や地域活性化を図るための指針
として、平成27年度に「五城目町まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を策定し、様々な施策に取り組んでいます。
　現在は、来年度からの５年間を計画期間とする第２期総合戦略の策定
を進めており、その内容を調査及び審議していただくため策定審議会を
立ち上げ、子育て世代や金融機関、商工会、農業者、町内企業、社会福
祉協議会、大学、秋田県から15名の方々を委員に委嘱しました。

第２期総合戦略　骨子案の概要を公表します

　町を元気にするために、これからどのような取り組みが
必要なのか、一緒に考えてみませんか。
　申し込みは不要で、どなたでもご参加できます。
▶日　時　２月７日㈮　午後６時～午後８時30分
▶場　所　役場２階　正庁
※子ども預かり対応します。（役場１階保健室）

お問い合わせ　町まちづくり課（☎852・5361）


